
�構��もされたのですね。�でも��はお�きですか。

やっぱり�⾏に⾏くと…。『ここへ⾏くならこの�で』って決められた�じゃない⾃�の
ルートを�したい。でも、�だったら�に�いそうね�

阿川さんだったら�を�みに�散させそうですが…�当に��がお�きなんですね。そ
ういうところが⽇�の��に�がっているのでしょうか。いつも�奇�がおありで、い
つも笑�でとても�しそうにお⾒受けします。

笑みを�やさずっていうんじゃなくて、バカみたいに笑っちゃうことを�すのが�きな
んです。中��時代、友�と何かを�んでは先⽣を�そうとしていたころのように、⼀
⽣笑えることを�して⽣きていきたいと思っています。

��ですが、��の先⽣が��に�ってくると上から黒�消しが落ちてくるやつ。他に
は、クラスメイトと共�して、みんなで⽬覚まし時�を持ってきて、1�ごとにアラー
ム��。授業中ずっとアラームがどこかで鳴ってるとか…。
でも、先⽣も�地を�って、��怒ったりなさらなかった。とにかくいつも笑いを�し
ている�⽣時代でした。

先⽣をどういう⾵にして�したことがあるんですか。

�前からいろいろなところで�しているのですが、うちの�はすごく�しかったんです。
友�と�べて、�はなんて不�なんだろう。こんな�にいたくない�
そんなすごく�く�しい思いを�中に電�で友�に打ち�けたんです。でも友�は
「それでさ、�⽇どうする�」って…���いてないのね。
その時に、�の不�は他�には⼤したことないんだっていうことを悟りました。

それの積み重ねが、�の�和�さんを作ってるというか、元気さを作ってるのかもし
れないですね。

いつしか⾃�の�の�い�来事を�すと��に�に受けると
いう『味』を知っちゃったんですね。
�の『不��』は、�の『笑い�』になる、、、。
不�と思うことも笑いに�えるしかないと思い�めました。


